
。
中
居
文
化
学
会

平
成
均
年
度

江
戸
に
お
け
る
詩
人
波
饗

講
演
会

高
木

重
俊

麟
純
波
響
は
江
戸
後
期
の
北
海
道
松
前
務
の
家
者
で
、
「
夷
酋
列

像
」
(
一
九
八
四
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ザ
ン
ソ
ン
美
栴
館
で
原
部

十
一
枚
が
発
見
さ
れ
た
)
を
代
表
作
と
す
る
獄
人
と
し
て
知
ら
れ
る

ほ
か
、
五
ぽ
首
を
超
え
る
漢
詩
を
残
す
詩
人
で
も
あ
る
。
彼
は
、
文

学
や
芸
術
に
対
す
る
愛
好
の
波
が
全
閣
を
お
お
っ
た
時
代
に
、
現
実

政
治
と
詩
磁
芸
術
の
ご
つ
の
世
界
に
足
跡
を
印
し
た
北
辺
の
文
人
政

治
家
な
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
史
の
記
述
上
か
な
ら
ず
取
り
上
げ
ら

れ
る
ほ
ど
の
著
名
人
で
は
な
い
が
、
江
戸
後
期
の
芸
術
文
化
の
高
潮

の
状
況
、
さ
ら
に
、
そ
れ
を
支
え
た
人
々
の
文
化
意
識
を
う
か
が
う

k
で
、
…
つ
の
典
型
と
な
り
得
る
人
物
と
一
一
一
一
口
っ
て
よ
い
。

今
回
の
中
短
文
化
学
会
函
館
大
会
で
は
、
波
響
に
と
っ
て
重
要
な

活
動
拠
点
で
あ
っ
た
江
戸
に
お
い
て
、
漢
詩
人
と
し
て
い
か
な
る
創

作
活
動
を
展
開
し
た
か
、
そ
の
端
を
境
問
見
た
い
。

鱗
崎
波
勢
は
、
明
和
元
年
(
一
七
六
回
)
松
前
藩
十
一

、
王
資
績
の
第
五
男
と
し
て
生
ま
れ
、
幼
名
は
金
介
、
韓
は
康
年
、

波
響
は
叫
す
で
あ
る
。
二
誠
一
の
と
き
、
将
監
を
名
跡
と
し
て
藩
の
家
老

職
を
担
う
鱗
崎
家
の
嗣
養
子
と
な
っ
た
。
幼
少
期
か
ら
、
藩
家
老
で

あ
り
藩
随
一
の
破
学
で
あ
っ
た
叔
父
松
前
農
長
の
薫
陶
を
受
け
、
境

問
一
氏
は
江
戸
で
学
問
・
絵
磁
の
修
業
を
さ
せ
た
。
十
八
歳
で
家
老
職
晃

習
い
と
な
っ
た
波
響
は
、
二
十
三
歳
で
初
め
て
上
治
し
、
大
坂
の
木

村
繋
霞
堂
を
訪
ね
た
り
し
て
上
方
の
印
刷
気
を
満
喫
す
る
。
詩
人
波
響

の
下
地
は
、
全
閥
次
に
わ
た
る
よ
諮
と
、
か
の
地
に
お
け
る
文
人
た

ち
と
の
交
遊
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

寛
政
元
年
(
一
七
八
九
)
五
月
、
北
海
道
東
部
の
メ
ナ
シ
・
ク
ナ

シ
リ
で
ア
イ
ヌ
蜂
起
が
起
こ
り
、
数
ヶ
月
後
に
平
定
さ
れ
た
。
松
前

藩
は
そ
の
平
定
に
尽
力
し
た
ア
イ
ヌ
の
領
首
十
二
人
を
松
前
に
招
き
、

螺
崎
被
饗
に
各
人
の
肖
像
を
描
か
せ
た
。
こ
れ
が
「
夷
蕗
列
像
」
で

あ
る
。
寛
政
三
年
(
一
七
九
ご
、
波
響
は
列
像
図
を
携
え
て
上
治

す
る
。
そ
れ
は
時
の
光
格
天
皇
の
叡
覧
を
得
、
都
の
人
々
を
驚
嘆
さ

せ
た
。
波
響
は
こ
れ
を
機
縁
と
し
て
、
釈
慈
崩
(
号
は
六
如
、

一
七
一
一
一
回
i
一
八

O
一
)
・
赤
松
強
洲
・
皆
川
浜
圏
・
高
山
彦
九
郎
・

釈
大
典
・
西
山
拙
斎
・
釈
慈
廷
(
号
は
大
愚
)
・
一
ニ
宅
犠
山
ら
京
都
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の
ご
流
文
化
人
の
知
過
を
得
た
。
と
り
わ
け
高
名
な
詩
人
で
あ
っ
た

六
如
と
は
「
忘
年
之
交
」
を
結
ぶ
に
五
る
。

寛
政
六
年
三
七
九
四
)
、
第
三
次
上
絡
。
こ
の
時
ば
営
茶
山
・
橘

南
総
・
伴
高
媛
・
村
瀬
特
亭
ら
の
知
過
を
得
る
つ
背
茶
山
(
一
七
四
六

j

一
八
二
七
)
は
備
後
神
辺
(
現
広
島
県
福
山
市
)
の
人
で
、
江
戸

後
期
を
代
表
す
る
詩
人
で
あ
り
、
ム
ハ
如
が
残
し
て
の
ち
、
波
山
鎖
国
は
漢

詩
の
部
と
し
て
生
涯
敬
慕
す
る
窃
こ
の
年
の
八
月
、
波
響
は
六
如
・

茶
山
・
南
総
・
高
緩
・
大
原
呑
響
ら
と
伏
見
の
一
h
椋
池
で
月
間
ん
の
舟

遊
び
を
し
た
。
波
捌
抑
制
に
と
っ
て
重
大
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
り

寛
政
十
一
年
三
七
九
九
)
、
第
四
次
上
洛
。
六
如
を
白
一
中
一
一
試
山
寺

に
訪
い
、
と
も
に
春
を
訪
ね
て
近
郊
を
へ
め
ぐ
り
、
何
者
の
交
遊
は

い
よ
い
よ
深
ま
っ
た
。
そ
の
二
年
後
の
一
平
和
元
年
(
一
八

O
二、

六
如
(
六
八
蔵
)
・
松
前
践
長
(
六
五
歳
)
・
生
母
文
子
(
六
六
歳
)

ら
親
し
い
人
々
が
残
し
て
い
る
。

文
化
元
年
三
八

om)
六
月
末
、
江
戸
の
柴
野
柴
山
郊
で
常
茶

山
と
再
会
。
七
月
初
、
茶
山
を
中
心
に
江
戸
布
住
の
犬
塚
印
南
・
伊

沢
臨
軒
・
木
村
文
河
・
今
川
椀
庵
・
銚
掛
一
試
泉
ら
と
墨
田
川
で
花
火
見

物
の
舟
遊
び
。
波
捌
慨
は
「
嬰
水
札
川
中
間
的
」
を
茶
山
に
送
っ
て
い
る
。

文
化
四
年
七
月
、
松
前
穂
は
奥
州
梁
川
(
現
福
島
県
伊
達
市
)
へ

謎
資
的
転
封
を
命
ぜ
ら
れ
、
五
年
四
月
、
波
野
は
執
政
家
者
と
し
て

一
に
先
が
け
て
梁
併
に
赴
く
。
の
ち
、
文
政
四
年
(
一
八
て
“
)

一
月
に
幕
府
か
ら
松
前
復
領
を
許
さ
れ
、
五
年
三
月
に
故
地
松
前

の
土
を
踏
む
ま
で
、
松
前
藩
は
足
掛
け
十
五
年
に
わ
た
っ
て
こ
の
地

に
あ
っ
た
α

初
め
て
の
経
験
で
あ
る
農
業
に
よ
る
藩
財
政
の
維
持
、

悲
願
と
な
っ
た
松
前
復
領
の
た
め
の
政
界
工
作
な
ど
、
立
ち
は
だ
か

る
罰
難
の
中
で
筆
頭
家
者
波
警
の
苦
闘
関
は
続
い
た
。
彼
は
梁
川
と
江

戸
と
を
往
復
し
つ
つ
藩
政
の
責
任
者
と
し
て
の
任
務
を
全
う
し
た
。

藩
が
松
前
に
復
帰
し
た
文
政
六
年
(
一
八
二
三
)
三
月
、
波
響
は
家

者
織
を
退
き
、
間
九
(
一
八
二
六
)
六
月
に
世
を
去
る
。
享
年

二
歳
で
あ
っ
た
。
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に
お
け
る
波
響
の
文
化
活
動
は
、
現
存
資
料
か
ら
す
る
と
、

多
く
は
文
化
人
サ
ー
ク
ル
の
中
で
行
な
わ
れ
た
。
後
の
名
、
が
初
め
て

現
れ
る
の
は
文
化
二
年
(
一
八

O
五
)
春
に
刊
行
さ
れ
た
司
令
ね
花
交

叢
』
で
、
一
繍
容
は
中
間
紫
堂
、
序
は
山
本
北
山
、
警
は
中
井
霊
堂
、

践
は
大
誇
詩
備
で
あ
る
ち
名
花
三
十
客
を
選
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
に
姓
名

え
、
七
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
留
に
描
く
。
間
構
図
(
蝦

一
覧
関
(
回
中
期
卿
)
・
八
伯
図
(
中
田
楽
堂
)
・
六
妨

清
)
・
間
逸
郎
(
機
関
汝
圭
)
・
資
信
民
(
酒
井
抱
一
)
竜

文
見
)
で
あ
る
の
そ
し
て
こ
の
三
十
種
の
花
に
ち
な
む

の
七
言
絶
句
を
番
簡
に
配
す
る
の
い
わ
ば
詩
一
陣
混
交
の



趣
味
本
で
あ
る
。
波
響
の
間
清
鴎

(
栴
・
桂
・
菊
・
水
仙
)
は
、
七

つ
の
関
の
第
一
に
醤
か
れ
る
。
波

響
は
磁
人
と
し
て
江
戸
の
著
名
画

家
に
伍
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

文
化
四
年
一
一
月
刊
の
菊
池
五
山

町
五
山
堂
詩
話
』
巻
一
に
、
竹
所

吟
社
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
る
。
竹

所
吟
社
は
幕
間
以
対
局
守
牧
野
成
文

が
主
催
し
、
谷
麓
谷
・
中
国
挺

.
制
制
的
波
響
・
野
沢
酔
お
・
山
地
蕪
窓
ら
が
構
成
員
で
あ
っ
た
。

鱗
崎
波
側
諸
に
関
し
て
は
、
「
波
響
、
名
は
藤
年
、
松
前
の
公
族
に
し

て
尤
も
割
に
工
な
り
。
一
寸
前
は
別
ち
六
如
に
学
び
、
殊
に
淵
源
脊
り
」

と
記
述
さ
れ
、
次
の
、

〈題一郎〉

山
抱
背
渓
渓
抱
村

桑
麻
雑
犬
小
桃
謀

議
雲
界
、
断
人
間
路

不
許
徴
租
来
叩
門

〈
間
鵠
〉

織
月
磨
鎌
夜
間
一
毘

徴 j翁号桑 iJJ 
相繋れ廊は
の蕎
来人難渓
り 11司犬を
ての 抱
iヨ11路小き
をを桃
l:Jp界源渓
く断 は
をし 村
許を
さ抱
すく

繊
jヲ

鎌
を
磨
く

夜
の
昭
一
思

う

ず

た

か

う

ち

か

す

乱
一
宮
町
堆
喪
影
微
明
乱
雲
堆
き
裏
影
微
か
に
明
ら
か
な
り

と

け

ん

ほ

う

ふ

つ

社

線

街

御

篤

限

過

杜

隣

訪

仲

間

際

り

を

驚

か

し

て

過

ぐ

認
得
新
高
第
一
一
声
認
め
得
た
る
は
新
声
の
第
二
声

と
い
う
二
絶
句
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
平
凡
な
作
品
で
あ
る
。

文
化
五
年
刊
の
司
五
山
堂
詩
話
』
巻
二
に
は
、
文
化
三
年
新
春
の

竹
所
吟
社
の
発
会
で
行
な
わ
れ
た
「
梅
花
十
一
詠
」
の
集
ま
り
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
参
加
者
は
先
程
の
中
間
紫
堂
・
野
沢
酔
石
・
嬬
崎
被

響
・
山
地
殻
窓
・
谷
鐙
谷
・
牧
野
竹
所
の
六
名
に
、
海
野
綾
斎
・
中

井
叢
蛍
・
大
詰
詩
仰
を
加
え
た
九
名
で
、
各
人
が
梅
の
十
の
姿
態
を

「
梅
管
・
米
関
梅
・
乍
問
問
梅
・
半
開
梅
・
全
開
梅
・
未
謝
栴
・
欲
謝
栴
・

半
謝
梅
・
全
謝
梅
・
梅
実
」
と
い
う
小
題
で
一
詠
じ
る
も
の
で
、
波
響

の
「
栴
諒
一
樹
」
は
、

問

問

字

点

成

十

字

枝

品

字

点

成

す

十

字

の

枝

ひ
ら

養

来

日

日

待

花

披

護

来

日

々

花

の

披

く

を

待

つ

こ一つ
L

ら
ゆ
・
7

舘

山

中

手

試

火

文

武

寄

中

手

づ

か

ら

試

む

火

の

文

武

ひ

そ

か

無

限

陽

和

暗

自

私

無

線

の

陽

和

暗

自

に

私

す

と
う
た
わ
れ
て
い
る
。
詩
会
で
テ
ー
マ
に
し
た
、
が
っ
て
作
詩
す
る
趣

味
の
世
界
で
あ
る
。
こ
の
会
に
お
け
る
総
数
九
十
首
の
作
品
は
、
の

ち
に
山
本
北
山
の
序
文
を
添
え
て
『
梅
花
十
一
詠
』
と
し
て
私
刻
さ
れ
、

そ
の
一
冊
、
が
密
館
市
立
中
央
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
波
鈍
聞
は

江
戸
に
お
い
て
漢
詩
人
と
し
て
も
著
名
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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四
の
裳
枚
(
一
七
二
ハ
j

一
七
九
七
)
は
古
文
辞
棒
読
派
の
擬
十
日

的
形
式
主
義
を
排
し
、
性
情
(
こ
こ
ろ
)
に
泌
み
入
る
自
然
な
感
動

を
自
由
に
表
現
す
る
と
い
う
性
霊
説
を
主
張
し
た
。
揖
斐
高
司
江
戸

詩
歌
論
』
に
よ
れ
ば
、
裳
枚
の
『
槌
観
詩
話
』
は
寛
一
政
一
二
年

(
一
七
九
一
)
に
一
長
崎
に
将
来
さ
れ
、
寛
一
致
五
・
六
年
に
は
す
で
に
日

本
の
詩
人
た
ち
に
読
ま
れ
て
お
り
、
菊
池
五
山
の
円
五
山
堂
詩
話
』

は
、
『
総
額
詩
一
一
誠
一
』
の
形
式
を
模
し
た
、
性
一
憲
説
一
を
鼓
吹
す
る
前
衛

的
文
芸
批
評
誌
だ
っ
た
。
詩
人
波
抑
制
川
も
性
笠
詩
嵐
の
流
行
の
た
だ
な

か
で
創
作
活
動
に
参
関
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
江
戸
の
都
市
文
化
の
嬬
熟
を
背
景
に
、
誌
の
制
作
が
文

化
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
集
団
的
に
行
な
わ
れ
る
風
潮
が
定
着
す

る
と
、
自
然
な
感
動
を
自
由
な
表
現
に
委
ね
る
と
い
う
性
警
派
の
、
主

張
も
、
発
想
や
表
現
の
狭
降
化
を
招
き
、
都
市
明
性
索
派
と
で
も
一
一
一
一
口

う
べ
き
も
の
に
変
容
し
て
ゆ
く
。
波
響
は
そ
れ
に
気
づ
い
て
い
た
。

奥
州
川
梁
川
川
に
移
っ
て
七
年
目
の
文
化
十
日
年
三
八
…
沼
)
九
丹

波
響
は
江
戸
出
府
中
の
瞥
茶
山
に
一
長
文
の
審
簡
を
送
り
、
詩
の
添
削

を
要
談
す
る
中
で
、
特
に
「
江
戸
印
刷
一
を
除
い
て
く
れ
る
よ

う
強
調
し
た
の
も
そ
の
自
覚
に
よ
る
。

コ
コ
戸
口
り
1
ノ
h
h
d
ヘ
pffyHa
一3
リ
H
J

バ
A
J
H円
。
説
u
m
f
t
者
4

司
君

に
う
つ
つ
を
ぬ
か
し
て
い

た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
「
器
〈
亥
冬
十
月
、
至
江
戸
道
中
、

寓
宿
津
軽
顕
子
村
部
事
」
は
、
亭
和
一
二
年
(
一
八

O
一
ニ
)
十
月
に
江

戸
に
向
か
う
途
中
、
津
軽
の
原
子
村
(
現
青
森
県
五
所
川
原
市
)
に

一
夜
の
宿
を
借
り
た
即
興
的
作
品
で
、
時
に
波
響
は
四
十
歳
。

み

ち

の

り

が

た

山
中
日
暮
痘
関
程
山
中
日
暮
れ
て
程
を
図
り
思
し

ょ
う
や

瀬
請
出
家
旅
次
成
瀬
く
出
家
に
請
い
て
旅
次
を
成
す

か

わ

た

め

ゅ

う

雪
為
替
燈
来
牒
映
一
警
は
媛
に
替
る
が
為
に
嬬
に
来
り
て
映
じ

そ

古

か

川
間
兼
井
傍
一
癖
栄
川
は
井
を
兼
ぬ
る
に
国
り
て
一
扉
に
傍
い
て
栄
ゆ

こ

む

よ

く

じ

よ

う

L
ょ
う

奴
争
孤
祷
縄
床
臨
奴
は
孤
祷
を
争
い
て
縄
床
に
磁
り

さ

か

お

う

こ

じ

よ

う

な

し

ゅ

く

て

い

栄
ゆ
娼
媛
枯
莞
粥
鼎
鳴
姐
は
枯
葵
を
媛
き
て
粥
四
郎
鳴
る

ま

や

お

う

そ

い

な

部

喜

埜

翁

没

疎

意

却

た

喜

ぶ

埜

翁

線

意

没

く

ろ
う

都
郷
跨
馬
寅
移
行
鱗
郷
に
罵
に
跨
り
て
謬
を
翼
わ
ん
と
行
く

初
冬
の
道
中
、
山
中
で
日
が
暮
れ
て
道
を
取
れ
ず
、
農
家
に
頼
み
込

ん
で
旅
の
宿
り
と
し
た
σ

灯
火
が
わ
り
の
雷
、
が
窓
に
つ
も
り
、
井
戸

を
兼
ね
る
川
が
戸
口
の
前
を
流
れ
る
。
供
の
者
た
ち
は
一
枚
の
蒲
田

を
引
っ
張
り
あ
っ
て
む
し
ろ
に
眠
り
、
老
婆
は
粥
鍋
を
炊
い
て
く
れ
、

老
翁
は
馬
で
隣
村
ま
で
ど
ぶ
ろ
く
を
買
い
に
行
っ
て
く
れ
る
。

こ
の
詩
に
は
、
旅
の
苦
労
を
忘
れ
さ
せ
る
農
家
の
老
夫
婦
の
人
情

が
掛
か
れ
る
う
第
五
匂
の
供
の
者
の
寝
姿
は
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
あ
る
。

都
市
型
性
一
官
邸
派
の
新
忠
一
と
し
て
名
を
挙
げ
つ
つ
あ
っ
た
波
響

方
で
は
こ
の
よ
う
な
作
品
を
作
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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次
の
「
山
村
秋
事
」
は
、
梁
川
に
お
け
る
白
鴎
詩
で
あ
る
。

め

ぐ

そ

山
選
孤
村
路
傍
泉
山
は
孤
村
を
透
り
路
は
泉
に
傍
い

千
林
錦
織
帯
隣
煙
千
林
の
錦
繍
晴
燥
を
帯
ぶ

ひ

ょ

う

ま

ん

ぼ

う

う

は

瓢
蔓
将
老
旬
茅
宇
劉
蔓
将
に
老
い
ん
と
し
て
茅
学
に
簡
い

あ

し

う

で

ん

そ

鵜
緒
苦
飢
鎚
苧
出
精
緒
飢
え
に
苦
し
み
て
苧
出
に
鎚
す

の
り

翁
補
破
窓
糊
故
紙
翁
は
破
窓
を
補
わ
ん
と
故
紙
に
糊
し

そ

か

つ

あ

ら

、

き

し

は

さ

婦
櫛
鎗
褐
挟
新
綿
婦
は
態
褐
を
描
い
て
新
綿
を
挟
む

り
へ
ん

黄

犠

吠

客

総

辺

犬

紫

昏

客

に

吠

ゆ

鍛

辺

の

犬

め

い

か

え

知
是
行
高
売
務
還
知
る
是
れ
行
商
の
若
を
売
り
て
選
る
な
る
を

こ
の
詩
も
、
桃
漉
郷
に
も
似
た
間
関
の
自
然
と
人
間
が
、
暖
か
な
眼

差
し
で
描
写
さ
れ
て
い
る
。
自
然
と
人
砲
を
活
写
す
る
、

が
糞
の
性
霊
詩
風
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
こ
そ

五

鱗
崎
波
響
は
、
も
と
よ
り
漢
詩
制
作
を
生
業
と
す
る
職
業
詩
人
で

は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
彼
の
作
品
、
が
職
業
詩
人
や
学
者
の
そ
れ
と

比
べ
て
、
全
て
が
高
い
水
準
に
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
彼
は
何
よ
り

も
ま
ず
藩
政
を
領
導
す
る
家
老
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
商
人
と
し
て
京

都
や
江
戸
で
名
を
あ
げ
た
が
、
彼
に
と
っ
て
酒
業
は
職
業
宙
人
と
し

て
の
身
過
ぎ
世
過
ぎ
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
さ
り
と
て
風
流
入
の

余
技
で
も
な
か
っ
た
。
と
く
に
梁
川
時
代
、
彼
は
多
く
の
絵
を
描
い

て
販
売
し
、
松
前
復
領
の
工
作
資
金
や
藩
財
政
の
一
部
に
充
当
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
彼
は
家
老
の
職
務
に
劣
ら
な
い
ほ
ど
一
刷
業
に
も

専
心
し
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
波
響
に
と
っ
て
詩
は
ど
ん
な
意

味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
公
務
の
煩
忙
の

中
で
風
流
に
身
を
置
く
充
実
感
、
束
縛
か
ら
離
れ
て
自
自
人
と
し
て

生
き
る
充
足
感
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
?
た
だ
ろ
う
。
波
響
に
と
っ

て
詩
作
は
名
利
と
は
無
線
の
自
己
解
放
の
行
為
で
あ
り
、
彼
は
そ
こ

に
人
間
や
自
然
を
活
写
す
る
精
神
を
込
め
た
の
で
あ
っ
た
。
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